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緒
　
　
言

　
こ
こ
に
紹
介
し
よ
う
と
す
る
塵
芥
集
古
写
本
一
冊
は
別
に
新
し
い
系
統
に
属
す
る
伝
本
で
は
な
い
。
し
か
し
、
最
近
公
刊
さ
れ
た
佐
藤

進
一
、
池
内
義
資
、
百
瀬
今
朝
雄
三
氏
の
編
に
な
る
『
中
世
法
制
史
料
集
鵡
斑
猶
法
1
』
に
は
、
未
だ
収
録
さ
れ
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
か

ら
、
こ
こ
に
、
そ
の
大
要
を
紹
介
し
、
か
た
が
た
塵
芥
集
の
制
定
原
本
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
検
討
を
加
え
た
い
と
思
う
。

　
こ
の
古
写
本
は
昭
和
四
＋
年
六
月
、
宮
城
県
北
部
の
一
小
都
市
佐
沼
に
於
い
て
発
見
さ
れ
、
つ
い
で
、
京
都
大
学
名
誉
教
授
猪
熊
兼
繁

博
士
に
よ
っ
て
購
入
の
運
び
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
便
宜
上
、
こ
の
古
写
本
を
猪
熊
本
と
称
す
る
。
塵
芥
集
伝
本
の
種
類
は
佐

藤
氏
等
の
研
究
に
よ
っ
て
、
村
田
本
（
A
系
統
）
、
佐
藤
本
（
B
系
統
）
、
狩
野
本
（
C
系
統
）
の
三
系
統
の
存
在
す
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な

っ
た
が
（
前
掲
史
料
集
の
解
題
四
二
七
頁
以
下
。
以
下
、
解
題
と
略
称
す
る
）
、
こ
こ
に
紹
介
す
る
猪
熊
本
は
右
の
中
の
C
系
統
、
即
ち
狩
野
本
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系
に
属
す
る
伝
本
で
あ
る
。
佐
藤
氏
等
の
研
究
（
解
題
四
三
一
二
頁
）
に
よ
れ
ば
、
狩
野
本
は
東
北
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
の
狩
野
亨
吉
氏
旧

蔵
書
の
一
つ
で
あ
っ
て
、
表
紙
左
上
の
題
簑
に
「
塵
芥
集
完
」
と
書
し
、
五
針
眼
の
朝
鮮
綴
、
楮
紙
袋
綴
四
七
枚
、
奥
書
は
な
い
が
、
江

戸
時
代
後
期
の
新
写
本
で
誤
脱
の
個
所
も
多
い
と
さ
れ
て
い
る
。
又
、
そ
の
記
載
上
の
体
裁
は
塵
芥
集
本
文
に
続
け
て
蔵
方
之
掟
コ
ニ
個

条
を
併
記
し
、
つ
い
で
植
宗
の
署
名
花
押
、
家
臣
の
起
請
文
と
い
う
順
序
で
記
さ
れ
て
あ
り
、
植
宗
の
花
押
は
模
写
さ
れ
て
あ
る
が
、
家

臣
の
花
押
は
全
く
存
在
し
な
い
。
猪
熊
本
も
亦
、
そ
の
記
載
上
の
体
裁
は
狩
野
本
と
全
く
同
一
で
あ
る
が
、
装
槙
、
紙
質
、
書
風
は
狩
野

本
と
か
な
り
異
な
っ
て
居
り
、
従
っ
て
、
そ
れ
ら
か
ら
推
定
さ
れ
る
本
書
の
成
立
年
代
も
狩
野
本
と
は
異
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
即

ち
、
縦
二
八
・
四
セ
ン
チ
、
横
一
九
・
八
セ
ン
チ
の
表
紙
の
左
上
に
記
さ
れ
た
題
笈
に
は
「
塵
芥
集
」
と
あ
り
、
五
針
眼
の
朝
鮮
綴
で
、

本
文
を
記
せ
る
紙
に
は
上
質
の
斐
紙
を
用
い
、
そ
の
書
風
も
一
段
と
優
れ
て
い
る
。
紙
袋
綴
で
墨
付
六
二
枚
、
表
裏
両
方
に
一
枚
宛
の
同

質
の
見
返
し
を
付
け
て
い
る
。
表
紙
、
裏
表
紙
共
に
紙
製
で
あ
る
が
、
村
田
本
（
仙
台
市
博
物
館
蔵
）
の
如
く
、
後
代
に
至
っ
て
新
た
に
装

禎
を
施
し
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
が
本
文
書
写
当
時
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
　
「
塵
芥
集
」
な
る
前
記
表
紙
の
題
簑
と
本
文
冒
頭
の
首

題
と
が
共
に
同
一
の
筆
蹟
を
も
っ
て
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
半
葉
九
行
書
き
で
、
か
な
り
保
存
は
良
く
、
虫
損
も
あ

る
が
、
判
読
し
難
い
個
所
は
殆
ど
な
い
。
奥
書
等
、
こ
の
古
写
本
の
来
歴
を
示
す
も
の
は
一
切
な
い
が
、
古
文
書
家
鈴
鹿
三
七
氏
の
鑑
定

に
よ
れ
ば
、
江
戸
初
期
の
写
本
で
あ
っ
て
、
そ
の
推
定
成
立
年
代
は
お
そ
く
も
元
禄
を
下
ら
ぬ
と
い
う
。
只
、
裏
の
見
返
し
の
左
下
方

に
縦
一
・
ニ
セ
ン
チ
、
横
一
・
八
セ
ン
チ
の
小
さ
な
菱
形
の
朱
印
が
あ
り
、
笈
字
で
「
壁
」
と
刻
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
古
写
本
の
発
見
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
）

れ
た
佐
沼
地
方
は
伊
達
氏
一
門
の
知
行
地
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
の
古
写
本
も
伊
達
氏
一
門
の
家
に
伝
わ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
右
の

朱
印
は
そ
の
蔵
書
印
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
　
「
壁
」
と
い
う
文
字
が
本
書
の
価
値
の
重
要
性
を
暗
示
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ

る
。
記
し
て
大
方
の
御
示
教
を
仰
ぎ
た
い
。

　
ω
　
こ
の
古
写
本
が
佐
沼
地
方
に
伝
来
し
た
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
一
応
、
次
の
よ
う
に
推
論
す
る
こ
と
も
出
来
よ
う
。
由
来
、
佐
沼
郷
は
伊
達
氏
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一
門
で
あ
る
湧
谷
伊
達
氏
の
同
族
、
亘
理
氏
の
食
邑
で
あ
っ
た
（
『
大
日
本
地
名
辞
書
』
四
二
〇
〇
頁
）
。
伊
達
世
臣
家
譜
巻
之
二
「
亘
理
」
の
項
に
よ

れ
ば
、
亘
理
氏
は
美
濃
守
重
宗
を
祖
と
す
る
。
又
、
前
記
家
譜
巻
之
一
「
伊
達
」
の
項
に
よ
る
と
、
重
宗
は
一
子
、
安
芸
守
定
宗
に
家
督
を
譲
り
、
遠

田
郡
湧
谷
館
を
中
心
に
所
領
を
有
す
る
宗
家
亘
理
氏
を
嗣
が
し
め
た
。
一
方
、
重
宗
は
慶
長
九
年
、
伊
達
政
宗
か
ら
栗
原
郡
高
清
水
邑
に
千
石
余
を
賜

わ
り
、
そ
の
禄
を
以
っ
て
別
家
を
た
て
、
同
十
一
年
、
茂
庭
綱
元
の
四
男
を
そ
の
女
に
配
し
て
老
後
の
嗣
と
為
し
、
こ
れ
を
伯
脅
守
宗
根
と
称
し
た
。

宗
根
は
元
和
元
年
の
大
坂
の
役
に
従
軍
し
、
そ
の
功
に
よ
り
栗
原
郡
一
迫
、
沼
崎
、
鴬
沢
の
諸
邑
を
政
宗
か
ら
賜
わ
り
、
宗
根
五
代
の
孫
、
倫
篤
も
宝

暦
七
年
、
遊
猟
の
地
五
邑
を
栗
原
郡
佐
沼
七
邑
内
に
給
さ
れ
、
更
に
同
年
、
そ
の
要
害
の
地
を
佐
沼
郷
に
置
い
た
（
以
上
、
前
記
家
譜
巻
之
二
）
。
即

ち
、
佐
沼
郷
は
支
流
亘
理
氏
の
根
拠
地
で
あ
り
、
そ
の
支
配
力
の
強
く
滲
透
せ
る
地
域
で
あ
っ
た
。

　
次
に
、
亘
理
氏
の
祖
、
美
濃
守
重
宗
の
系
譜
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
前
記
家
譜
巻
之
一
で
み
る
と
、
同
氏
は
も
と
千
葉
常
胤
か
ら
出
て
、
常
胤
の
三
男

胤
盛
は
文
治
五
年
、
頼
朝
の
平
泉
征
伐
に
従
軍
し
た
功
に
よ
り
、
建
久
元
年
、
宇
多
、
伊
具
、
亘
理
の
三
郡
を
賜
わ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
喬
は
戦
国
時

代
に
至
る
迄
、
亘
理
地
方
を
中
心
に
勢
力
を
築
き
、
や
が
て
隣
接
せ
る
伊
達
氏
と
関
係
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
亘
理
氏
が
直
接
、
伊
達
氏
の
磨
下
に

入
っ
て
、
こ
れ
と
主
従
関
係
を
結
び
、
亘
理
地
方
が
伊
達
氏
の
領
国
化
し
た
の
は
、
や
は
り
輝
宗
、
政
宗
の
代
に
な
っ
て
か
ら
と
思
う
が
、
す
で
に
亘

理
兵
庫
頭
宗
隆
は
塵
芥
集
の
制
定
者
、
植
宗
と
親
密
な
関
係
を
有
し
て
い
た
。
即
ち
、
植
宗
は
宗
隆
の
女
を
側
室
と
し
て
お
り
、
し
か
も
そ
の
間
に
生

れ
た
彦
四
郎
綱
宗
は
外
祖
父
宗
隆
の
養
子
と
な
り
、
綱
宗
が
天
文
の
乱
で
植
宗
党
に
与
し
、
同
十
二
年
、
懸
田
の
役
で
戦
死
す
る
や
、
更
に
綱
宗
の
同

母
弟
兵
庫
頭
元
宗
は
再
び
宗
隆
の
養
子
と
し
て
亘
理
家
に
入
嗣
し
た
（
伊
達
正
統
世
次
考
三
の
四
八
頁
）
。
又
、
元
宗
は
元
亀
元
年
の
申
野
宗
時
、
牧

野
久
仲
の
謀
叛
に
際
し
て
、
輝
宗
に
味
方
し
て
、
相
馬
領
に
逃
亡
せ
ん
と
し
た
中
野
氏
等
を
刈
田
郡
宮
に
追
撃
し
て
、
こ
れ
を
破
り
、
更
に
政
宗
に
従

っ
て
、
二
本
松
、
相
馬
、
佐
沼
、
駒
嶺
等
の
攻
略
に
も
参
加
し
た
。
元
宗
の
子
が
亘
理
氏
の
祖
、
前
記
重
宗
で
あ
っ
て
、
重
宗
は
政
宗
の
転
封
に
伴

っ
て
、
天
正
十
九
年
、
亘
理
郡
か
ら
遠
田
郡
湧
谷
の
地
に
移
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
佐
沼
地
方
を
領
し
た
亘
理
氏
の
祖
が
、
伊
達
氏
、
特
に
植
宗
と
浅
か
ら
ざ
る
関
係
を
も
つ
家
柄
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、

こ
の
古
写
本
が
亘
理
氏
に
伝
来
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
い
う
推
測
も
一
概
に
否
定
出
来
な
い
で
あ
ろ
う
。
更
に
臆
測
を
逞
し
く
す
れ
ば
、
こ
の
写
本

は
亘
理
宗
家
に
伝
来
し
た
塵
芥
集
原
本
を
、
慶
長
九
年
、
別
家
を
た
て
た
時
に
、
重
宗
が
命
じ
て
書
写
せ
し
め
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
も
思
わ
れ

る
。
こ
の
写
本
の
も
つ
性
格
（
後
述
）
か
ら
考
え
て
も
、
そ
れ
は
単
な
る
伊
達
氏
の
下
級
家
臣
の
家
に
伝
来
し
た
も
の
で
は
な
く
、
有
力
な
伊
達
一
門

の
家
に
秘
蔵
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
方
が
自
然
で
あ
り
、
且
つ
、
塵
芥
集
唯
一
の
原
本
た
る
村
田
本
が
や
は
り
植
宗
の
子
、
一
郎
宗
殖
の
入
嗣
せ
る
柴

田
郡
の
豪
族
、
村
田
家
に
伝
来
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
右
の
よ
う
に
推
論
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

伊
達
（
本
称
千
葉
又
武
石
又
亘
理
）
氏
系
図
（
伊
達
世
臣
家
譜
巻
之
一
及
び
二
に
拠
る
）
を
参
考
迄
に
左
に
掲
げ
る
。
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（
亘
理
氏
）
　
（
実
は
伊
達
植
宗
第
十
一
子
、
天
文
十
二
年
戦
死
）

千
葉
常
胤
ー
胤
盛
…
…
…
…
宗
隆
　
　
　
綱
宗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
実
は
伊
達
殖
宗
第
十
二
子
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
i
元
宗
ー

　
　
　
　
　
　
　
（
亘
理
氏
宗
家
、
遠
田
郡
湧
谷
邑
を
領
す
）

ー
重
宗
　
　
　
定
宗
！
宗
重
！
宗
元
－
村
元
ー
村
定
i
村
盛

　
　
　
　
ー
女

　
　
　
　
　
　
　
二
ー
宗
広
ー
宗
喬
－
元
篤
ー
定
根
1
－
倫
篤

茂
庭
綱
元
ー
宗
根

　
　
　
　
　
（
亘
理
氏
別
家
、
栗
原
郡
高
清
水
邑
を
領
す
）

　
　
　
　
　
　
　
二
　
猪
熊
本
の
価
値

　
次
に
、
こ
の
猪
熊
本
と
狩
野
本
と
を
比
較
し
て
考
察
を
加
え
た
い
。
前
述
の
如
く
、
そ
の
記
載
様
式
の
上
か
ら
両
者
が
同
一
系
統
に
属

す
る
伝
本
で
あ
る
こ
と
は
、
今
や
一
点
の
疑
い
を
も
い
れ
な
い
。
し
か
し
、
本
文
の
用
字
、
用
語
等
に
関
し
て
は
、
微
細
な
点
で
両
者
に

は
か
な
り
の
相
違
が
あ
り
、
特
に
誤
脱
の
個
所
に
つ
い
て
は
、
狩
野
本
の
方
が
猪
熊
本
に
比
べ
て
圧
倒
的
に
多
い
。
即
ち
、
後
掲
附
録
の

両
本
校
勘
表
に
よ
れ
ば
、
そ
の
個
所
は
猪
熊
本
の
二
五
に
対
し
て
、
狩
野
本
は
一
〇
三
と
い
う
数
字
に
昇
っ
て
い
る
。
（
但
し
、
数
子
は
両

本
共
通
の
誤
脱
の
個
所
を
除
く
。
）
更
に
、
注
意
す
べ
き
は
狩
野
本
に
存
在
し
な
い
第
九
三
条
（
以
下
、
条
文
番
号
は
前
掲
史
料
集
に
よ
る
）
が

猪
熊
本
に
於
い
て
存
在
す
る
こ
と
、
及
び
狩
野
本
の
第
一
八
条
に
は
一
打
が
な
く
、
す
ぐ
第
一
七
条
に
接
続
し
て
い
て
独
立
の
条
文
の
体

裁
を
と
っ
て
い
な
い
の
に
対
し
、
猪
熊
本
の
第
一
八
条
に
は
一
打
が
あ
っ
て
、
明
瞭
に
一
個
の
条
文
を
成
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
処

で
、
こ
の
第
一
八
条
は
村
田
本
及
び
佐
藤
本
を
み
る
に
、
共
に
一
打
が
あ
っ
て
独
立
の
条
文
を
成
し
、
法
文
の
内
容
か
ら
言
っ
て
も
、
第

一
七
条
と
第
一
八
条
と
は
夫
々
別
個
の
条
文
と
み
て
誤
り
な
い
か
ら
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
狩
野
本
の
誤
写
と
断
定
し
て
よ
い
。
次
に
、
第
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九
三
条
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
コ
し
よ
た
い
り
や
う
う
り
の
事
、
せ
ん
は
ん
に
つ
け
へ
し
、
う
り
て
の
と
か
の
事
ハ
し
き
に
よ

る
へ
し
」
（
猪
熊
本
）
と
い
う
条
文
で
あ
っ
て
、
他
人
に
所
領
を
売
却
し
た
も
の
が
、
更
に
買
主
に
内
密
で
同
一
の
土
地
を
第
三
者
に
売
却

す
る
所
謂
所
帯
両
売
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
。
処
で
、
質
に
書
き
入
れ
た
所
帯
を
第
三
者
に
売
却
し
た
際
の
質
権
者
と
所
帯
買
得
者
と
の

争
訟
を
規
定
し
た
第
九
五
条
の
末
尾
に
は
、
　
「
も
ん
と
う
あ
ら
ハ
、
り
や
う
う
り
の
さ
た
の
こ
と
く
た
る
へ
し
」
（
同
上
）
と
あ
り
、
又
、

す
で
に
年
期
売
し
た
所
帯
を
重
ね
て
第
三
者
に
永
代
売
し
た
際
の
年
期
買
得
者
と
永
代
買
得
者
と
の
争
訟
を
規
定
し
た
第
九
六
条
に
も
、

「
ね
ん
き
の
う
ち
た
ら
ハ
、
り
や
う
う
り
の
し
ゆ
ん
き
よ
た
る
へ
し
」
（
同
上
）
と
あ
る
。
し
か
も
、
右
の
両
条
は
狩
野
本
を
含
め
た
何
れ

の
伝
本
に
も
存
在
す
る
か
ら
、
塵
芥
集
に
は
所
帯
両
売
の
際
の
基
準
と
な
る
べ
き
法
規
が
存
在
し
た
と
考
え
て
も
誤
り
な
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
り
と
す
れ
ば
、
狩
野
本
に
第
九
三
条
が
存
在
し
な
い
の
は
、
同
本
が
祖
本
を
筆
写
す
る
際
に
誤
っ
て
書
き
落
し
た
も
の
と
考
え
ざ
る

を
得
な
い
。
第
九
三
条
は
短
か
い
条
文
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
可
能
性
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
狩
野
本
に
は
第
六
九
条
に
も
二
九
字
（
猪

熊
本
に
ょ
る
）
に
わ
た
る
脱
文
が
あ
り
、
又
、
同
本
に
は
前
述
の
第
一
八
条
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
条
文
の
た
て
方
に
も
或
る
程
度
の
杜
撰

さ
が
認
め
ら
れ
る
。
か
か
る
狩
野
本
の
有
す
る
粗
雑
な
性
格
は
右
の
推
論
を
更
に
裏
付
け
る
も
の
と
な
ろ
う
。

　
以
上
、
述
ぺ
た
諸
点
か
ら
、
新
発
見
の
猪
熊
本
は
狩
野
本
よ
り
も
遥
か
に
善
本
で
あ
る
と
結
論
し
て
よ
か
ろ
う
が
、
こ
こ
に
更
に
両
者

の
関
係
に
つ
い
て
一
言
し
て
お
き
た
い
。
前
述
の
如
く
、
書
誌
学
的
見
地
か
ら
み
て
、
猪
熊
本
の
方
が
狩
野
本
よ
り
も
、
そ
の
成
立
年
代

が
古
い
の
で
あ
る
か
ら
、
猪
熊
本
が
狩
野
本
を
書
写
し
た
も
の
で
な
い
こ
と
は
言
う
迄
も
な
い
。
一
方
、
猪
熊
本
第
八
七
条
の
「
け
が
ら

ハ
し
き
な
か
し
」
が
狩
野
本
同
条
で
は
「
け
か
ら
ハ
し
き
も
の
を
な
か
し
」
と
あ
る
よ
う
に
、
猪
熊
本
の
誤
脱
の
個
所
が
狩
野
本
で
は
正

し
い
文
に
書
か
れ
て
い
る
場
合
も
少
な
く
な
い
（
後
掲
附
録
の
校
勘
表
参
照
）
。
従
っ
て
、
狩
野
本
も
猪
熊
本
を
直
接
又
は
間
接
に
筆
写
し
た

も
の
で
は
な
く
、
両
者
は
同
一
の
祖
本
か
ら
か
、
若
し
く
は
同
一
系
統
に
属
す
る
二
つ
の
祖
本
か
ら
、
夫
々
別
個
に
作
製
さ
れ
た
も
の
と

考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
如
上
の
推
測
に
し
て
誤
り
な
け
れ
ば
、
猪
熊
本
の
発
見
は
頗
る
意
義
あ
る
こ
と
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
何
故
な
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ら
ば
猪
熊
本
と
狩
野
本
と
の
両
者
を
併
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
祖
本
た
る
C
系
統
の
原
本
の
輪
郭
を
探
り
、

原
本
研
究
へ
の
手
懸
り
を
得
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

三
　
塵
芥
集
制
定
原
本
と
猪
熊
本
と
の
関
係

更
に
は
塵
芥
集
制
定

　
佐
藤
氏
等
は
諸
本
に
於
け
る
塵
芥
集
起
請
文
連
署
の
順
序
の
異
同
に
注
目
し
て
、
そ
の
こ
と
か
ら
制
定
原
本
を
筆
写
し
た
数
本
の
そ
れ

ぞ
れ
に
植
宗
及
び
重
臣
等
が
署
判
し
、
そ
れ
を
重
臣
も
し
く
は
一
族
間
に
分
与
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
た
（
解
題
四
二
七

頁
）
。
最
も
誤
脱
の
少
な
い
善
本
で
あ
る
村
田
本
に
は
、
本
文
の
後
に
「
左
京
大
夫
植
宗
（
花
押
）
」
と
あ
り
、
又
、
起
請
文
に
は
十
二
人

の
家
臣
の
署
名
が
あ
り
、
そ
の
中
の
六
人
に
花
押
が
す
え
て
あ
る
が
、
右
に
関
し
て
、
佐
藤
氏
等
は
更
に
次
の
如
く
言
及
さ
れ
て
い
る
。

即
ち
、
植
宗
の
花
押
に
つ
い
て
は
型
体
、
筆
勢
と
も
非
の
う
ち
よ
う
が
な
く
、
本
書
が
原
本
な
る
こ
と
は
書
風
、
濁
音
符
等
の
特
徴
と
合

わ
せ
て
ま
ず
疑
い
な
い
が
、
そ
の
起
請
文
に
載
せ
る
家
臣
の
花
押
は
総
体
に
墨
が
ど
ん
よ
り
と
し
て
筆
勢
が
な
く
、
富
塚
仲
綱
や
牧
野
景

仲
の
花
押
は
天
文
二
年
の
蔵
方
之
掟
の
場
合
と
相
違
す
る
。
家
臣
の
花
押
は
原
の
も
の
で
は
な
く
、
本
書
は
起
請
文
の
終
末
部
分
以
下
に

欠
損
が
あ
る
為
に
、
伊
達
家
に
献
上
さ
れ
た
延
宝
年
間
に
裏
打
ち
さ
れ
た
時
に
、
日
付
そ
の
他
の
部
分
と
共
に
、
花
押
の
部
分
も
或
い
は

補
筆
が
あ
る
か
、
又
は
裏
打
ち
の
際
、
に
じ
み
、
型
を
変
え
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
推
測
で
き
る
と
（
同
上
四
二
九
頁
）
。
し
か
る
に
最
近
、

右
の
見
解
に
つ
い
て
、
小
林
清
治
氏
は
『
中
世
法
制
史
料
集
鵡
斑
瀦
1
』
の
書
評
（
．
日
本
歴
史
』
昭
和
四
＋
一
年
＋
月
号
所
載
）
に
於
い
て
、

興
味
あ
る
事
実
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
即
ち
、
氏
に
よ
れ
ば
、
福
島
県
石
川
郡
首
藤
家
蔵
石
川
文
書
に
収
め
る
富
塚
仲
綱
書
状
に
於
け
る

仲
綱
の
花
押
は
村
田
本
の
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
形
で
あ
り
、
こ
の
仲
綱
の
例
か
ら
推
し
て
、
佐
藤
氏
等
の
よ
う
に
村
田
本
の
花
押
を
一
概
に
疑

っ
て
し
ま
う
訳
に
は
ゆ
か
な
い
と
し
、
延
宝
年
間
の
裏
打
ち
補
修
の
際
に
、
家
臣
の
花
押
の
部
分
も
補
筆
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
蔵
方
之
掟

の
花
押
を
も
っ
て
村
田
本
に
補
筆
す
る
の
が
当
然
で
あ
る
に
拘
ら
ず
、
両
者
間
の
花
押
に
異
同
が
あ
る
の
は
、
村
田
本
の
花
押
の
延
宝
補
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筆
説
に
一
難
点
を
与
え
る
も
の
と
な
ろ
う
と
し
、
富
塚
仲
綱
の
花
押
に
つ
い
て
の
佐
藤
氏
等
の
推
測
を
明
確
に
否
定
さ
れ
た
（
九
七
、
九
八

頁
）
。

　
こ
の
塵
芥
集
起
請
文
に
於
け
る
家
臣
の
花
押
の
問
題
は
ま
だ
将
来
の
究
明
に
ま
た
ね
ば
な
ら
ぬ
処
が
多
い
が
、
小
林
氏
の
指
摘
に
も
拘

ら
ず
、
村
田
本
の
家
臣
の
花
押
が
総
体
に
墨
が
ど
ん
よ
り
し
て
筆
勢
が
な
い
こ
と
、
従
つ
て
、
原
物
で
な
い
こ
と
は
動
か
ぬ
処
で
あ
る
。

し
か
も
、
佐
藤
本
、
狩
野
本
及
び
今
度
、
発
見
さ
れ
た
猪
熊
本
に
於
い
て
も
、
共
に
十
二
人
の
連
署
の
家
臣
に
は
、
す
べ
て
花
押
が
存
在

し
な
い
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
狩
野
、
猪
熊
両
本
は
植
宗
の
花
押
に
つ
い
て
は
、
そ
の
型
体
を
写
し
取
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
更
に
、

注
意
す
べ
き
は
植
宗
の
実
物
の
花
押
の
あ
る
村
田
本
で
さ
え
、
少
な
い
と
は
い
え
第
一
四
四
条
や
第
一
六
七
条
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
意

味
不
通
の
誤
脱
の
個
所
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
以
上
の
諸
点
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
私
は
先
学
の
諸
見
解
を
一
歩
進
め
て
、
次
の
よ

う
に
臆
測
し
た
い
が
如
何
で
あ
ろ
う
か
。
即
ち
、
日
　
塵
芥
集
に
は
植
宗
及
び
重
臣
等
が
署
判
し
た
制
定
原
本
一
冊
が
あ
っ
て
、
一
族
及

び
家
臣
が
各
自
で
自
由
に
そ
の
制
定
原
本
を
筆
写
し
、
且
っ
、
そ
の
写
本
を
価
値
あ
ら
し
め
る
為
に
、
そ
の
各
自
の
写
本
に
植
宗
か
ら
花

押
を
す
え
て
貰
っ
た
。
従
っ
て
、
佐
藤
本
に
は
現
在
、
植
宗
の
花
押
は
存
在
し
な
い
が
、
恐
ら
く
そ
の
祖
本
に
は
存
在
し
た
も
の
と
推
測

す
る
。
⇔
　
し
か
し
、
連
署
の
家
臣
の
方
は
人
数
が
多
い
こ
と
で
も
あ
り
、
又
、
植
宗
の
花
押
さ
え
あ
れ
ば
、
さ
し
て
重
要
な
こ
と
で
は

な
い
の
で
、
そ
の
花
押
は
す
べ
て
す
え
て
貰
わ
ず
、
そ
の
個
所
は
空
白
に
し
て
お
く
の
が
普
通
で
あ
っ
た
。
㊧
　
村
田
本
の
作
製
を
命
じ

た
者
も
、
家
臣
の
花
押
の
個
所
を
そ
の
ま
ま
す
べ
て
空
白
に
し
て
お
い
た
か
、
又
は
当
時
、
写
生
を
し
て
写
せ
る
も
の
だ
け
は
写
し
取
ら

せ
て
他
は
空
白
に
し
て
お
い
た
。

　
そ
れ
で
は
、
今
回
、
発
見
さ
れ
た
猪
熊
本
と
塵
芥
集
制
定
原
本
と
の
関
係
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
結
論
か
ら
先
に
言
う
な
ら
ば
、
そ
れ

は
現
存
伝
本
中
、
制
定
原
本
の
最
も
古
い
型
を
伝
え
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
何
故
な
ら
ば
、
猪
熊
本
は
他
系
統

た
る
村
田
、
佐
藤
両
伝
本
に
比
べ
て
、
そ
の
条
文
数
が
最
も
少
な
い
か
ら
で
あ
る
。
（
我
が
中
世
法
典
で
は
、
立
法
が
必
要
と
さ
れ
る
と
き
は
、
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基
本
法
規
は
廃
す
る
こ
と
な
く
そ
の
ま
ま
に
し
て
、
そ
れ
に
追
加
法
と
い
う
形
で
新
法
規
を
附
加
し
て
い
く
の
が
通
例
で
あ
る
。
塵
芥
集
も
亦
、
そ
の
例

に
も
れ
ず
、
た
と
え
ば
村
田
本
第
一
一
一
条
は
明
か
に
第
コ
○
条
の
追
加
法
規
で
あ
る
。
詳
細
は
拙
稿
「
塵
芥
集
に
於
け
る
若
干
の
問
題
㊧
」
、
『
法
学

論
叢
』
第
七
三
巻
第
一
号
、
一
八
○
頁
参
照
）
村
田
本
に
存
在
し
て
い
て
、
猪
熊
本
に
存
在
し
な
い
条
文
と
し
て
は
四
五
、
七
七
、
七
八
、
八

五
、
一
一
一
、
二
二
、
一
四
八
、
一
七
一
の
八
個
条
を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。
狩
野
本
は
右
の
八
個
条
の
外
に
更
に
第
九
三
条
を
欠

く
が
、
こ
れ
は
前
述
し
た
通
り
狩
野
本
自
体
の
脱
落
で
あ
る
か
ら
、
猪
熊
本
、
狩
野
本
両
者
の
祖
本
（
以
下
、
猪
熊
．
狩
野
祖
本
と
略
称
す
る
）

に
於
い
て
存
在
し
な
か
っ
た
の
は
、
結
局
、
前
記
八
個
条
の
み
と
考
え
て
問
違
い
な
い
。
今
、
分
り
易
く
考
え
る
為
に
、
猪
熊
、
狩
野
系

統
（
C
系
統
）
の
伝
本
の
系
統
図
を
示
せ
ば
、
左
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
ー
　
　
　
　
　
　
創
　
　
　
　
　
鋤
　
　
　
　
　
　
ー
猪
熊
本

　
て
エ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ー
塵
芥
集
制
定
原
本
　
　
　
　
　
C
系
統
原
本
　
　
　
　
　
猪
熊
・
狩
野
祖
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佑
狩
野
本

　
さ
て
、
次
に
猪
熊
本
に
欠
け
て
い
る
前
記
八
個
条
が
、
元
来
、
そ
の
淵
源
た
る
塵
芥
集
制
定
原
本
そ
の
も
の
に
な
か
っ
た
も
の
か
、
そ

れ
と
も
猪
熊
本
成
立
に
至
る
過
程
に
於
い
て
、
筆
写
の
際
に
誤
っ
て
脱
落
し
た
も
の
で
あ
る
か
が
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
難

問
題
で
あ
り
、
決
め
手
と
な
る
史
料
が
な
い
為
に
、
そ
の
論
証
は
遺
憾
な
が
ら
未
だ
臆
測
の
域
を
出
な
い
が
、
筆
者
の
考
え
で
は
制
定
原

本
に
す
で
に
存
在
し
な
か
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
以
下
、
そ
の
理
由
の
大
略
を
述
ぺ
よ
う
。

　
先
ず
猪
熊
、
狩
野
両
本
に
は
、
す
で
に
前
記
八
個
条
が
存
在
せ
ず
、
且
つ
両
本
は
同
一
系
統
の
祖
本
か
ら
別
個
に
作
製
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
以
上
、
猪
熊
・
狩
野
祖
本
に
は
前
記
八
個
条
が
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
は
言
う
迄
も
な
い
。
即
ち
、
⑧
　
　
④
、
⑤
の
ケ
ー
ス
に
は

問
題
が
な
い
。
次
に
、
塵
芥
集
制
定
原
本
か
ら
C
系
統
原
本
が
作
製
さ
れ
る
過
程
に
つ
い
て
も
、
C
系
統
原
本
は
植
宗
の
花
押
の
あ
る
塵

芥
集
制
定
当
時
の
写
本
の
一
つ
で
あ
る
か
ら
、
筆
写
上
の
微
細
な
誤
脱
は
あ
る
と
し
て
も
、
大
量
の
条
文
の
脱
落
を
考
え
る
こ
と
は
無
理
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で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
①
ー
②
の
ケ
ー
ス
も
一
応
問
題
は
な
い
と
思
う
。
問
題
は
C
系
統
原
本
か
ら
猪
熊
・
狩
野
祖
本
が
作
製
さ
れ
る

過
程
、
即
ち
、
②
ー
⑧
の
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
こ
こ
に
於
い
て
、
猪
熊
・
狩
野
祖
本
の
性
格
に
つ
い
て
一
考
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
。
猪

熊
本
の
誤
脱
を
狩
野
本
に
よ
っ
て
正
し
く
改
め
、
猪
熊
・
狩
野
祖
本
を
想
定
し
て
み
る
な
ら
ば
、
そ
の
祖
本
の
明
ら
か
な
誤
脱
は
第
一
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

に
示
す
通
り
で
あ
る
。
こ
の
二
〇
と
い
う
誤
脱
の
個
所
の
数
は
、
第
二
表
と
し
て
掲
げ
た
原
本
た
る
村
田
本
の
誤
脱
の
個
所
二
一
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

数
に
比
べ
て
必
ず
し
も
多
い
も
の
で
は
な
い
。
従
っ
て
、
猪
熊
・
狩
野
祖
本
は
C
系
統
原
本
を
か
な
り
の
精
密
度
で
筆
写
し
た
と
考
え
て

も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
　
第
一
表

条
文
番
号

八八七六六五三一一
一〇三三二三五八七四

猪

ムヒ

熈

本

ね
ん
く
し
よ
り
や
う

は
た
ら
き
・
も
つ
て

の
ち
の
ひ
て

も
し
み
た
れ
候
も
の

し
あ
は
せ
と
ン
の
ひ
て

か
く
こ
の
こ
と
く
の

た
ん
か
う
の
人
数

と
か
な
き
よ
し
申
事
ハ
リ

た
る
や
う

重
罪
た
る
の
よ
し

狩

野

本

（
同
　
上
）

（
同
　
上
）

の
ち
の
□
よ
り

も
し
ミ
た
れ
候
も
の

（
同
　
上
）

（
同
　
上
）

（
同
　
上
）

と
か
な
き
よ
し
申
こ
と
わ
り

（
同
　
上
）

じ
う
さ
い
た
る
の
よ
し

村

田

本

ね
ん
く
し
よ
た
う

は
た
ら
き
を
も
つ
て

の
ち
の
日

も
し
う
た
れ
候
も
の

し
あ
は
せ
と
y
の
は
て

か
く
の
こ
と
く
の

た
ん
か
う
の
人
し
ゆ

と
か
な
き
よ
し
申
事
あ
り

た
り
や
う

ち
う
さ
い
た
る
の
う
へ

佐

藤

本

ね
ん
く
し
よ
た
う

動
を
も
つ
て

後
の
日

も
し
う
た
れ
候
者

仕
合
と
ン
の
わ
て

か
く
の
こ
と
く
の

た
ん
か
う
の
人
衆

罪
な
き
よ
し
申
事
あ
り

他
領

ち
う
さ
い
た
る
の
上
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一
〇
〇

一
〇
一

一
〇
三

一
二
〇

一
四
六

一
五
一

　
〃一

五
八

一
六
一

起
請
文

地
き
や
う

と
も
か
ら
・
ち
き
や
う

し
そ
ん
の
・
た
い

し
せ
う
な
く
ハ

も
と
の
せ
う
に
ん
ハ
い
ら
ん
に

た
い
く
ハ
ん
の
・

も
と
の
せ
う
に
ん
に

さ
い
け
の
も
の
な
ら
ハ

そ
の
身
は
か
り

時
宜
相
違
の
時

（
同
　
上
）

と
も
か
ら
・
ち
げ
う

（
同
　
上
）

し
や
う
な
ら
ハ

（
同
　
上
）

た
い
く
わ
ん
の
・

（
同
　
上
）

（
同
　
上
）

そ
の
身
ば
か
り

（
同
　
上
）

ち
き
や
う

と
も
か
ら
の
ち
き
や
う

し
そ
ん
の
し
ん
た
い

　
　
　
　
　
　
の

し
せ
う
あ
ら
は

も
と
の
し
う
に
ん
い
ら
ん
に

た
い
く
わ
ん
の
も
の

も
と
の
し
う
に
ん
に

以
下
の
も
の
た
ら
は

其
身
そ
の
は
よ
り

ぢ
き
そ
う
の
と
き

ち
き
や
う

と
も
か
ら
後
き
や
う

　
　
　
　
　
　
　
　

し
そ
ん
の
し
ん
た
い

　
　
　
　
　
　
　

し
せ
う
あ
ら
ハ

も
と
の
し
う
人
い
ら
ん
二

代
官
の
も
の

も
と
の
し
う
に
ん
二

以
下
の
者
た
ら
ハ

其
身
そ
の
は
よ
り

ぢ
き
そ
う
の
時

第
二
表

条
文
番
号

　　　　　　　　　　　　　　　　　前

九　　　＿』L4　　　＿」L畠　　　＿』」　　　／＼　　ノ＼　　ノ＼　　一

五五三二八書

村

田

本

い
ま
に
よ
り

し
う
に
ん
・
さ
い
所
を

さ
い
し
よ
へ
と
め
・

ぬ
す
む
と
こ
ろ
の
者
を
と
る

く
た
ん
・
ぬ
す
人

両
買
の
さ
た

佐

藤

本

今
よ
り

し
う
に
ん
の
在
所

在
所
へ
と
め
入

ぬ
す
む
と
こ
ろ
の
物
を
と
る

く
た
ん
の
ぬ
す
人

り
や
う
う
り
の
さ
た

猪

熊

本

い
ま
よ
り

し
う
に
ん
の
さ
い
し
ょ
を

さ
い
し
よ
へ
と
め
入

ぬ
す
む
と
こ
ろ
の
も
の
を
と
る

く
た
ん
の
ぬ
す
人

り
や
う
う
り
の
さ
た

狩

野

本

（
同
上
）

し
う
に
ん
の
ざ
い
し
よ
を

ざ
い
し
よ
へ
と
め
入

（
同
上
）

く
だ
ん
の
ぬ
す
人

り
や
う
よ
う
の
さ
た



一
〇
九

；
三

一
四
〇

一
四
四

一
六
七

　
〃

由
・
と
ン
く
る
の
き
し
や
う
な
く

ハう
ち
し
に
と
う
せ
う

か
の
い
つ
る
と
こ
ろ
・
も
の

な
に
か
し
の
・
か
い
を
く

お
や
き
や
う
・

か
の
め
あ
ら
た
む
お
つ
と

申
と
ン
く
る
の
き
し
せ
う
な
く

ハう
ち
し
に
同
せ
ん

か
の
い
つ
る
と
こ
ろ
の
も
の

な
に
か
し
の
か
た
よ
り
か
い
を

く親
き
や
う
た
い

か
の
を
つ
と
を
あ
ら
た
む

申
と
》
く
る
の
し
し
や
う
な
く

ハう
ち
じ
に
と
う
せ
ん

か
の
い
つ
る
と
こ
ろ
の
も
の

な
に
か
し
の
か
た
よ
り
か
い
を

くお
や
き
や
う
た
い

か
の
女
夫
を
あ
ら
た
む

申
と
と
く
る
の
し
せ
う
な
く
ハ

う
ち
し
に
同
前

（
同
　
上
）

な
に
か
し
の
方
よ
り
か
い
を
く

お
や
け
う
た
い

か
の
め
夫
を
あ
ら
た
む
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こ
こ
に
も
う
一
っ
、
猪
熊
・
狩
野
祖
本
の
筆
写
の
精
密
度
を
計
る
資
料
が
あ
る
。
即
ち
、
猪
熊
、
狩
野
両
本
の
塵
芥
集
本
文
に
併
記
さ

れ
て
い
る
蔵
方
之
掟
一
三
個
条
で
あ
る
。
蔵
方
之
掟
は
、
そ
の
原
本
と
も
言
う
べ
き
も
の
が
大
目
本
古
文
書
の
伊
達
家
文
書
之
一
　
（
一

三
五
号
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
今
、
両
者
を
校
勘
し
て
み
る
と
、
「
十
二
つ
き
を
か
き
り
」
（
原
本
）
が
「
十
二
月
を
限
」
（
猪
熊
本
・

狩
野
本
）
と
い
う
よ
う
に
、
漢
字
と
仮
名
の
相
異
は
ま
ま
認
め
ら
れ
る
が
、
猪
熊
・
狩
野
祖
本
の
明
白
な
誤
脱
の
個
所
と
し
て
は
、
第
一

条
の
「
子
銭
可
送
之
事
」
（
原
本
）
が
「
子
銭
可
送
候
事
」
（
猪
熊
本
・
狩
野
本
）
と
な
っ
て
い
る
一
個
所
の
み
で
あ
る
。
又
、
猪
熊
本
は
条

文
の
た
て
方
が
整
然
と
し
て
居
り
、
狩
野
本
（
前
述
）
や
佐
藤
本
（
後
述
）
の
如
き
乱
れ
た
処
が
全
く
な
い
。
こ
の
こ
と
も
猪
熊
・
狩
野

祖
本
が
善
本
で
あ
っ
た
こ
と
を
裏
付
け
よ
う
。
更
に
、
注
意
す
べ
き
は
猪
熊
本
に
見
え
る
植
宗
の
花
押
で
あ
る
。
原
本
た
る
村
田
本
に
見

え
る
植
宗
の
花
押
は
線
の
太
さ
に
変
化
が
あ
り
、
特
に
右
に
長
く
拡
が
っ
て
楕
円
形
を
作
っ
て
い
る
部
分
が
他
の
部
分
に
比
ぺ
て
細
く
な

っ
て
い
る
の
に
対
し
、
猪
熊
本
に
見
え
る
花
押
は
そ
の
線
が
一
様
に
実
物
よ
り
太
く
、
筆
勢
も
な
い
。
従
っ
て
、
そ
れ
は
明
ら
か
に
後
世

の
筆
で
あ
る
が
、
そ
の
型
体
に
つ
い
て
言
え
ば
、
か
な
り
精
密
に
実
物
を
写
し
取
っ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
猪
熊
本
の
花
押
と
狩
野
本
の

花
押
と
を
比
較
す
れ
ば
、
更
に
明
瞭
で
あ
る
。
即
ち
、
狩
野
本
の
花
押
は
実
物
と
比
較
す
る
に
頭
部
の
点
が
な
く
、
実
物
で
は
右
側
に
延
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び
た
空
間
が
横
に
長
く
拡
が
っ
て
、
右
端
の
線
よ
り
成
る
角
度
が
鋭
い
の
に
対
し
、
狩
野
本
で
は
右
の
空
間
が
そ
れ
ほ
ど
横
に
長
く
は
な

く
、
そ
の
右
端
の
角
度
も
実
物
よ
り
鈍
い
。
そ
の
点
、
猪
熊
本
の
花
押
の
型
体
は
実
物
と
殆
ど
変
り
が
な
い
。
か
か
る
猪
熊
本
の
花
押
か

ら
推
し
て
考
え
る
と
、
猪
熊
本
の
直
接
の
祖
本
に
描
か
れ
た
植
宗
の
花
押
は
非
常
に
精
密
の
も
の
で
あ
り
、
或
い
は
実
物
で
は
な
か
っ
た

か
と
も
思
わ
れ
る
。
も
し
、
そ
れ
が
実
物
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
㈹
の
猪
熊
・
狩
野
祖
本
と
③
の
C
系
統
原
本
と
は
同
一
物
で
あ
る
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
又
、
猪
熊
本
の
推
定
成
立
年
代
が
前
述
の
如
く
江
戸
初
期
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
塵
芥
集
成
立
年
代
た
る
天
文
五

年
か
ら
隔
た
る
こ
と
約
一
世
紀
前
後
で
あ
っ
て
、
比
較
的
近
い
時
期
に
あ
る
。
従
っ
て
、
猪
熊
本
は
転
写
に
転
写
を
重
ね
て
出
来
上
っ
た

も
の
で
は
な
く
、
C
系
統
原
本
か
ら
直
接
に
書
写
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
も
出
来
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
猪
熊
・
狩
野
祖
本
が
原
本
た

る
村
田
本
に
比
ぺ
て
、
誤
脱
の
個
所
が
割
合
に
少
な
い
と
い
う
こ
と
も
、
同
本
が
C
系
統
原
本
と
同
一
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
或
る
程

度
、
推
測
せ
し
め
る
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
、
同
本
が
C
系
統
原
本
で
は
な
く
、
そ
れ
か
ら
転
写
し
て
出
来
上
っ
た
も
の
で
あ
る
と
し
て

も
、
同
本
の
誤
脱
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
C
系
統
原
本
を
か
な
り
忠
実
に
筆
写
し
た
と
い
う
こ
と
に
は
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
、
楼
々
述
べ
来
っ
た
処
か
ら
、
猪
熊
本
に
存
在
し
な
い
前
記
八
個
条
は
、
そ
の
成
立
に
至
る
転
写
の
際
に
誤
っ
て
書
き
落
し
た
も

の
で
は
な
く
、
制
定
原
本
そ
の
も
の
に
、
も
と
も
と
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
臆
測
す
る
。
も
し
】
歩
譲
っ
て
、
猪
熊
本
成
立

に
至
る
過
程
に
於
い
て
若
干
の
条
文
の
脱
落
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
右
に
み
た
こ
の
伝
本
の
性
格
か
ら
考
え
て
、
八
個
条
を
悉
く
書
き
落

し
た
と
す
る
こ
と
は
無
理
で
は
な
か
ろ
う
か
。
か
く
考
え
れ
ば
、
こ
の
八
個
条
は
C
系
統
原
本
成
立
後
に
新
し
く
追
加
さ
れ
た
可
能
性
が

濃
厚
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
更
に
、
右
の
八
個
条
は
第
一
七
一
条
を
の
ぞ
い
て
、
他
は
何
れ
も
そ
れ
に
接
続
す
る
前
条
文
と
内
容
的
に
関

連
が
あ
る
か
ら
、
天
文
五
年
四
月
十
四
日
以
後
に
な
っ
て
、
前
条
文
を
補
充
す
る
為
に
新
し
く
追
加
規
定
し
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
も
、

あ
な
が
ち
不
自
然
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　
ω
第
一
表
に
掲
げ
た
個
所
以
外
に
も
、
猪
熊
・
狩
野
祖
本
に
は
疑
問
の
個
所
が
あ
る
。
例
え
ば
、
第
四
一
条
「
は
く
し
や
う
の
人
数
」
、
第
八
八
条



「
あ
れ
く
つ
へ
き
ふ
ん
さ
い
」
、
第
九
六
条
「
地
き
や
う
」
、
第
一
二
三
条
「
り
の
な
す
か
た
へ
」
等
で
あ
る
。
右
の
中
、
第
八
八
条
は
、
村
田
本
に

於
い
て
も
「
あ
れ
あ
れ
つ
へ
き
ふ
ん
さ
い
」
と
あ
っ
て
、
最
初
「
あ
れ
あ
れ
」
と
書
か
れ
て
い
た
も
の
を
、
後
に
「
あ
れ
」
の
一
つ
を
抹
消
し
た
跡
が

見
え
る
。
私
は
「
せ
ん
す
る
と
こ
ろ
ハ
あ
れ
、
あ
れ
つ
へ
き
ふ
ん
さ
い
、
か
ん
ち
や
う
を
と
け
」
と
い
う
よ
う
に
、
　
「
あ
れ
」
と
「
あ
れ
」
と
の
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
知
　
行
）

に
読
点
を
入
れ
て
、
　
「
あ
れ
」
の
一
つ
を
前
の
句
に
続
け
て
読
ん
で
は
如
何
と
思
う
。
又
、
第
九
六
条
の
「
地
き
や
う
」
は
「
ち
き
や
う
」
の
誤
り
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
地
　
形
）

も
と
れ
る
が
、
第
八
六
条
に
見
え
る
「
ち
き
や
う
」
の
意
と
も
と
れ
る
。
第
四
一
条
、
第
コ
＝
二
条
の
前
記
個
所
に
も
疑
問
は
あ
る
が
、
そ
の
ま
ま
で

も
意
味
は
通
じ
る
し
、
も
し
誤
り
で
あ
る
と
し
て
も
、
こ
れ
に
類
す
る
誤
り
な
ら
ば
村
田
本
に
も
か
な
り
存
す
る
か
ら
、
こ
こ
で
は
意
味
不
通
の
個
所

の
み
を
取
り
上
げ
、
些
細
な
も
の
は
省
略
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
在
家
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
直

⑭
　
誤
脱
の
個
所
の
質
的
な
問
題
で
あ
る
が
、
猪
熊
・
狩
野
祖
本
で
は
第
一
五
八
条
の
「
以
下
」
　
（
村
田
本
）
を
「
さ
い
け
」
と
し
、
起
請
文
の
「
ぢ

奏
）

き
そ
う
」
　
（
村
田
本
）
を
「
時
宜
相
違
」
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
異
な
っ
た
概
念
の
移
入
は
一
見
、
猪
熊
・
狩
野
祖
本
の
重
大
な
誤
り
と
も
言
え
よ
う

が
、
か
か
る
例
は
原
本
た
る
村
田
本
に
於
い
て
も
認
め
得
る
処
で
あ
る
。
即
ち
、
第
六
三
条
の
「
ぬ
す
む
と
こ
ろ
の
も
の
を
と
る
」
　
（
猪
熊
・
狩
野
祖

本
）
を
村
田
本
で
は
「
ぬ
す
む
と
こ
ろ
の
者
を
と
る
」
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
「
も
の
」
は
佐
藤
本
に
あ
る
よ
う
に
「
物
」
で
あ
っ
て
、
　
「
者
」
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
彼
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
夫
）

な
い
。
又
、
村
田
本
で
は
第
八
二
条
に
「
欽
か
の
地
」
と
あ
り
、
第
二
八
条
に
も
「
そ
の
越
度
を
つ
と
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
恐
ら
く
制
定
原
本
が
仮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
な

名
書
き
で
あ
っ
た
為
に
、
書
写
の
際
、
同
音
異
義
の
漢
字
が
書
か
れ
、
後
に
な
っ
て
、
そ
の
誤
り
に
気
付
い
て
原
本
通
り
に
改
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

猪
熊
・
狩
野
祖
本
の
前
記
個
所
も
右
の
如
き
例
と
規
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
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四
　
結

言

　
最
後
に
、
塵
芥
集
編
纂
過
程
に
関
す
る
一
つ
の
仮
説
を
述
べ
て
結
論
と
し
た
い
。

　
以
上
、
猪
熊
本
を
塵
芥
集
制
定
原
本
の
最
も
古
い
体
裁
を
伝
え
た
も
の
と
臆
測
し
た
が
、
次
に
佐
藤
本
は
如
何
で
あ
ろ
う
か
。
同
本
の

条
数
は
村
田
本
よ
り
四
個
条
少
な
い
。
そ
れ
は
一
一
一
、
一
五
九
、
一
七
一
の
三
個
条
が
完
全
に
存
在
せ
ず
、
並
び
に
第
五
三
条
後
半
か

ら
第
五
四
条
の
殆
ど
が
脱
落
し
、
第
五
三
条
後
半
が
直
ち
に
第
五
四
条
の
末
尾
に
接
続
し
て
い
る
結
果
で
あ
る
。
こ
の
第
五
三
条
か
ら
第

五
四
条
に
至
る
一
一
四
字
の
脱
落
は
明
ら
か
に
祖
本
の
損
傷
の
為
か
、
又
は
書
写
の
際
に
誤
っ
て
脱
落
し
た
も
の
か
、
そ
の
何
れ
か
で
あ
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る
か
ら
、
両
条
は
共
に
そ
の
原
本
に
は
、
も
と
も
と
存
在
し
た
も
の
と
考
え
て
差
支
え
な
い
。
従
っ
て
、
村
田
本
に
比
べ
て
明
白
に
存
在

し
な
い
条
文
は
前
記
一
二
、
一
五
九
、
一
七
一
の
三
個
条
で
あ
る
。
右
の
中
、
第
二
一
条
は
前
述
の
如
く
明
ら
か
に
第
一
一
〇
条
を

改
正
し
た
追
加
条
文
で
あ
る
。
第
一
七
一
条
は
村
田
本
に
の
み
存
し
て
、
他
の
三
本
に
は
何
れ
も
欠
け
て
い
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ

も
後
の
追
加
規
定
の
可
能
性
が
濃
い
。
従
っ
て
、
右
の
二
個
条
は
佐
藤
本
系
原
本
の
成
立
当
時
、
ま
だ
存
在
し
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
る

こ
と
が
出
来
よ
う
。
し
か
し
、
佐
藤
本
に
は
猪
熊
本
に
見
え
な
か
っ
た
四
五
、
七
七
、
七
八
、
八
五
、
二
二
、
一
四
八
の
六
個
条
は
依

然
存
在
し
て
い
る
か
ら
、
も
し
、
こ
れ
ら
の
条
文
が
猪
熊
本
の
祖
本
た
る
C
系
統
原
本
に
元
来
、
存
在
し
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
佐
藤
本

系
原
本
の
成
立
当
時
に
は
、
す
で
に
追
加
規
定
と
し
て
書
き
加
え
ら
れ
て
い
た
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
只
、
そ
の
場
合
、
問
題
は
第

一
五
九
条
で
あ
る
。
何
故
な
ら
ば
、
こ
の
条
文
は
佐
藤
本
に
は
存
在
し
な
い
が
、
他
の
三
本
に
は
何
れ
も
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で

あ
る
。
こ
の
条
文
が
佐
藤
本
に
存
在
し
な
い
の
は
如
何
な
る
理
由
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
猪
熊
本
の
方
が
佐
藤
本
よ
り
も
制
定
原
本
の
古
い

体
裁
を
留
め
て
い
る
と
す
れ
ば
、
佐
藤
本
が
作
ら
れ
る
際
に
誤
っ
て
書
き
落
し
た
も
の
と
考
え
る
の
が
、
自
然
で
あ
ろ
う
。
佐
藤
本
に
は

誤
脱
と
思
わ
れ
る
個
所
が
か
な
り
多
く
、
又
そ
の
原
と
な
っ
た
本
が
損
傷
著
し
い
本
で
、
書
写
不
能
の
個
所
も
多
か
っ
た
こ
と
は
、
す
で

に
佐
藤
氏
等
の
指
摘
さ
れ
て
い
る
処
で
あ
る
（
解
題
四
三
二
頁
）
。
し
か
も
、
第
一
五
九
条
は
使
者
虚
言
の
罪
を
規
定
し
た
短
か
い
条
文
で

あ
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
右
の
よ
う
に
推
測
す
る
の
も
決
し
て
無
理
で
は
な
か
ろ
う
と
思
う
。

　
如
上
の
推
測
に
し
て
誤
り
な
け
れ
ば
、
塵
芥
集
の
編
纂
過
程
は
現
存
の
】
七
一
個
条
と
い
う
条
文
が
天
文
五
年
四
月
十
四
目
に
一
挙
に

し
て
出
来
上
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
当
時
は
現
存
す
る
条
文
の
大
部
分
が
制
定
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
に
至
っ
て
逐
次
、
条
文
の
増
補

が
行
な
わ
れ
た
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
塵
芥
集
が
果
し
て
現
実
に
施
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
史
料
の
欠
如
の
為
に
知
る

由
も
な
い
が
、
か
か
る
編
纂
過
程
か
ら
推
し
て
、
塵
芥
集
は
伊
達
領
国
の
現
実
に
即
し
て
制
定
さ
れ
た
法
典
で
あ
り
、
そ
れ
は
或
る
程

度
、
実
施
に
移
さ
れ
た
と
断
定
し
て
も
ほ
ぼ
問
違
い
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
今
、
右
に
述
べ
た
塵
芥
集
編
纂
過
程
に
関
す
る
一
つ
の
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仮
説
を
こ
こ
に
整
理
し
て
提
示
す
れ
ば
、
左
の
通
り
で
あ
る
。

　
第
一
段
階
　
（
嶽
轍
緬
緯
即
朝
叶
囎
如
甥
轍
）

　
　
　
塵
芥
集
本
文
は
一
六
三
個
条
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
四
五
、
七
七
、
七
八
、
八
五
、
一
一
一
、
一
一
二
、
一
四
八
、
一
七
一
の
八
個

　
　
条
は
存
在
せ
ず
。
蔵
方
之
掟
一
三
個
条
は
有
効
。

　
第
二
段
階
　
　
（
鵬
嚥
林
縣
願
林
の
の
戯
並
甥
轍
）

　
　
　
四
五
、
七
七
、
七
八
、
八
五
、
三
二
、
一
四
八
の
六
個
条
が
追
加
さ
れ
、
全
条
文
は
一
六
九
個
条
と
な
る
。
但
し
、
一
二
、

　
　
　
一
七
一
の
両
条
は
存
在
せ
ず
。
蔵
方
之
掟
コ
ニ
個
条
は
有
効
。

　
第
三
段
階
　
（
雛
曄
林
蘇
蠣
躰
駒
成
立
以
後
）

　
　
　
　
一
一
一
、
一
七
一
の
両
条
が
追
加
さ
れ
、
全
条
文
は
一
七
一
個
条
と
な
る
。
な
お
、
蔵
方
之
掟
第
六
条
は
失
効
。

　
　
（
附
　
記
）

　
　
猪
熊
、
狩
野
両
本
で
は
、
条
文
の
末
尾
に
続
け
て
蔵
方
之
掟
二
二
個
条
が
併
記
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
こ
の
蔵
方
之
掟
は
猪
熊
・
狩
野
祖
本
に
は

　
　
す
で
に
本
文
に
入
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
C
系
統
原
本
に
も
入
っ
て
い
た
も
の
か
、
更
に
は
制
定
原
本
に
も
入
っ
て
い
た
も
の
か
に
つ
い

　
　
て
は
、
今
に
わ
か
に
断
定
出
来
な
い
。
恐
ら
く
制
定
原
本
に
は
入
っ
て
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
何
故
な
ら
ば
、
塵
芥
集
第
一
一
〇
条
に
「
し
ち
や
に

　
　
て
、
う
せ
も
の
｝
事
、
く
ら
か
た
の
お
き
て
の
こ
と
く
た
る
へ
き
な
り
」
　
（
猪
熊
本
）
と
あ
る
以
上
、
塵
芥
集
と
蔵
方
之
捉
と
は
一
応
別
個
の
法
規
で

　
　
あ
っ
て
、
後
者
が
前
者
の
一
部
に
編
入
さ
れ
る
と
い
う
形
態
は
、
制
定
原
本
と
し
て
は
普
通
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
私
は
、
こ
の
蔵
方
之
掟
が

　
　
塵
芥
集
本
文
の
末
尾
に
編
入
さ
れ
た
の
は
C
系
統
原
本
に
至
っ
て
か
ら
で
は
な
い
か
と
臆
測
し
て
い
る
。
即
ち
、
C
系
統
原
本
の
作
製
を
命
じ
た
者
は

　
　
前
記
第
一
一
〇
条
の
趣
旨
か
ら
、
蔵
方
之
掟
を
塵
芥
集
の
本
文
に
併
記
し
た
方
が
好
都
合
で
あ
る
と
考
え
て
、
そ
の
よ
う
に
写
生
に
書
写
せ
し
め
た
も

　
　
の
で
は
な
い
か
。
真
相
は
依
然
と
し
て
不
明
で
あ
る
が
、
と
に
角
、
か
か
る
記
載
形
式
か
ら
み
て
も
、
塵
芥
集
成
立
当
時
（
天
文
五
年
四
月
十
四
日
）

　
　
蔵
方
之
掟
は
塵
芥
集
と
並
ぶ
伊
達
家
の
重
要
な
家
法
と
目
さ
れ
て
い
た
こ
と
だ
け
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

（
附
　
録
）
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塵
芥
集
本
文
に
つ
い
て
、
猪
熊
本
と
狩
野
本
と
の
校
勘
を
行
い
、

し
た
。
即
ち
、
×
印
を
附
し
た
も
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

両
者
の
中
、
一
方
が
明
ら
か
に
誤
脱
と
思
わ
れ
る
個
所
を
左
に
列
挙

条
文
番
号

　　　
　　　　 　　　　　べ七五　四二〇　九八六四二一九五

猪
　
　
熊

本

さ
う
ゑ
い

そ
の
せ
ひ

　
い
と
ま
を

　
し
ゆ
つ
け

　
ち
か
い
め
あ
ら
ハ

×
か
の
か
う
り
や
く
に
ん

（
有
一
打
）

　
か
く
こ

　
か
の
と
に
ん
を

さ
し
か
く
る

ね
う
は
う

　
と
い
い

　
こ
の
か
た
き
と
い
ひ

　
い
き
と
を
り

×
一
筆
と
り

う
つ
へ
し

狩

野

本

x
ざ
う
ゑ

×
せ
ひ

×
い
と
ま
も

×
し
ゆ
け

x
か
い
か
い
め
あ
ら
ハ

　
か
の
か
う
り
よ
く
に
ん

×
（
撫
擬
纈
㌍
鰍
鰐
）

×
か
く
し

×
こ
の
と
か
に
ん
を

×
さ
し
か
へ
る

×
ね
う

×
と
と
ひ

×
（
こ
以
下
八
字
欠
）

×
い
き
と
を

　
一
筆
を
と
り

×
う
つ
す
へ
し

条
文
番
号

五五　四四四　四三三三　三　　二　　　　　　 べ　　　 　　　　　　　　　　 　　　　 　　 　四二　八二二　一九七一　〇　　七

猪

熊

本

x
く
た
ん
ひ
く
ハ
ん

き
よ
㌧
う

と
も
に
も
つ
て

た
た
し

あ
や
ま
り
な
き

し
し
や
う

か
く
こ
候
ハ
＼

き
り
か
へ
し

×
い
せ
ん
の
と
り
候

く
ち
を
き
か
せ

た
こ
く
の
も
の

く
ら
や
く

ち
う
と
に
て

下
人
の
く
ち

　
ひ
き
候
ろ
し
に
て

そ
の
し
う
人
へ

狩

野
　
　
本

く
た
ん
の
ひ
く
わ
ん

x
き
よ
よ
や
う

×
と
も
に
も
も
つ
て

×
（
た
以
下
三
字
欠
）

x
あ
や
ま
ち
な
き

×
し
や
う

×
か
く
し
候
ハ
＼

×
き
り
人
し

　
い
せ
ん
と
り
候

×
く
ち
を
ま
か
せ

×
た
こ
く
の
物

×
く
ら
や

X
ち
う
に
て

×
下
の
く
ち

×
ひ
き
ろ
し
に
て

×
そ
の
し
う
人
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り
や
う
ほ
う

し
き
に
よ
る
へ
き
な
り

×
（
た
以
下
三
字
欠
）

　
し
し
や
う
あ
る
の
も
の
な
ら

　
ハし
せ
う
な
き
も
の
な
ら
は

　
と
う
そ
く
の
と
り
た
く
ミ

う
は
ひ
と
る

と
か
人
た
り

　
な
す
と
こ
ろ
の
つ
ミ

　
も
ん
と
う
に
お
よ
ふ

　
け
つ
し
か
た
き

す
へ
き
の
と
こ
ろ
に
云
々

×
み
ち
の
と
ほ
り

　
し
さ
い

　
十
さ
い
よ
り
う
へ

　
ひ
や
く
し
や
う
と
の
間

　
ゆ
う
し
よ
の
よ
し

　
こ
と
の
よ
し
を

　
さ
く
漕
も
ら
’

　
と
う
地
と
う

×
り
う
は
う

×
し
に
よ
る
へ
き
な
り

　
た
た
し

×
し
せ
う
あ
る
の
こ
と
の
な
ら

　
は
×
し
せ
う
な
き
も
も
の
な
ら
は

×
と
う
ぞ
く
の
と
か
た
く
ミ

×
う
は
ひ
く
る

x
み
る
人
た
り

×
な
に
と
こ
ろ
の
つ
ミ

×
も
ん
ど
う
お
よ
ぶ

×
け
し
か
た
き

×
（
す
以
下
二
九
字
欠
）

　
み
ち
の
ほ
と
り

×
し
た
ひ

×
十
さ
い
よ
り
人

×
ひ
や
く
し
や
う
の
聞

×
ゆ
ひ
し
よ
の

×
と
の
よ
し
を

×
さ
く
と
う

×
地
と
う

“○、ノ九九九“、ノ““九些八“八杢ム““八
　〇　九八五　　　　四二八　七ハニ　　ニ

　
一
け
ん

　
ふ
ミ
そ
へ
候
も
の

×
ひ
や
く
し
や
う
ひ
や
く
し
や

　
一
ワあ
ら
し

×
ぜ
ん
く
の
せ
き

　
の
ミ
水
と
し
て

×
け
が
ら
ハ
し
き

す
こ
ふ
る

（
此
条
有
）

う
り
か
ふ
の
時

　
う
り
ぬ
し

×
さ
う
て
ん
し
よ
た
い

　
（
ん
下
の
字
脱
）

　
さ
う
て
ん
し
よ
た
い

　
せ
ん
は
ん
に
つ
け

　
り
や
う
う
り
の
さ
た

　
そ
せ
う

×
け
つ
し
よ
と
地

×
か
ミ
き
や
う
た
い

×
ね
き
の
か
き
り

　
せ
う
人
も
な
く
ハ

×
一
く
わ
ん

×
ふ
ミ
と
へ
候
も
の

百
し
や
う
と
百
し
や
う

×
あ
ら
わ
し

せ
ん
く
の
せ
き

×
の
ミ
水
と
し

　
け
か
ら
ハ
し
き
も
の
を

×
を
こ
ふ
る

×
（
此
条
無
）

×
う
も
か
ふ
の
時

×
う
も
ぬ
し

　
さ
う
て
ん
の
し
よ
い

×
さ
う
て
ん
の
し
よ
い

　
（
よ
下
た
字
脱
）

×
せ
ん
は
ん
つ
け

×
り
や
う
よ
う
の
さ
た

×
そ
し
う

　
け
つ
し
よ
地

　
め
う
た
い

　
ね
ん
き
の
か
き
り

×
せ
う
に
も
な
く
ハ
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　二二一一　 一一　　 一一　　　〇　 〇〇〇　 〇
”
一
〇
九

”八七””六四””八”六五四”一

か
き
わ
け
い
た
し

す
ゑ
の
こ
に

か
き
ハ
け

　
ほ
ん
し
ろ

そ
う
り
や
う

x
ふ
ち
を

し
や
く
せ
ん
を
す
ま
し

×
せ
う
も
ん
ま
か
せ

　
二
つ
の
ふ
ミ

う
り
候
て

人
の
お
ひ
も
の
を

こ
れ
を
す
ま
さ
せ
候
ハ
て

人
た
い

ふ
さ
た
な
ら
ハ

て
う
も
く
を
か
る
の
時

い
ら
ん
す
る
事

×
か
の
あ
つ
ら
へ
も
の

な
し
候
つ
る
し
せ
う

　
た
》
し
あ
き
ら
め

り
を
も
ち
候
か
た
へ

×
か
き
つ
け
い
た
し

×
こ
に

×
か
き
つ
け

×
ほ
ん
し

×
そ
う
り
う

ふ
き
を

×
し
や
く
せ
ん
す
ま
し

　
せ
う
に
ん
ま
か
せ

×
こ
の
ふ
ミ

×
う
り
て

×
人
の
お
い
も
の

×
是
を
す
ま
さ
せ
め
て

×
人
さ
ひ

×
ふ
さ
な
ら
ハ

×
て
う
も
く
を
る
の
と
き

×
い
ら
ん
な
る
事

　
か
の
あ
つ
ら
へ
も
の
を

×
な
し
候
し
せ
う

×
た
ン
し
あ
ら
た
め

×
り
を
も
ち
の
か
た
へ

五五四四四　四　三三三二二　二　二　二二
三一七六一”O”四三一九八”七”六”四三

ゆ
う
し
よ

い
と
を
し
ミ

ざ
ん
け
ん

れ
い
し
き
の
も
の

さ
い
く
屋
へ

し
う
に
ん
へ

こ
れ
を
と
る
へ
し

ふ
さ
た
に
よ
り

せ
い
は
い
を
く
ハ
う
へ
き
也

　
か
の
か
ン
ヘ
を
き
候
人

×
せ
ひ
を
た
ン
し

　
し
よ
た
い
を

も
ん
と
う
の
し
よ
た
い

　
よ
つ
て

×
が
ら
な
い

　
き
よ
》
う

ぬ
す
人
と
う
さ
い

か
へ
す
と
い
ふ
と
も

う
は
ひ
と
る
と
も

き
や
う
た
い

×
ゆ
う
じ
よ

×
い
と
を
し
も

×
ざ
け
ん

×
れ
い
し
き
も
の

×
さ
い
く
屋
く

×
し
う
に
ん

×
是
を
く
る
へ
し

×
さ
た
に
よ
り

×
せ
い
は
い
を
く
ハ
ふ

×
か
の
か
へ
を
き
候
人

り
ひ
を
た
た
し

×
し
よ
た
い

×
も
ん
た
う
の
し
よ
た
へ

×
候

　
か
う
な
い

×
き
よ
う

×
ぬ
し
人
と
う
さ
い

x
か
へ
す
と
い
ふ
こ
と

×
う
は
い
と

×
げ
う
だ
い



一
五
五

一
五
六

一
五
八

一
六
五

一
六
七

署
名

起
請
文

　
〃

　
か
し
い
た
し
候
と
も
か
ら

さ
く
も
う
く
ひ
候
時

×
さ
ふ
ら
ひ
候
い
た
つ
て
ハ

×
ば
ひ
と
る
事

×
い
と
ま
を
え
た
る
し
や
う

左
京
大
夫
植
宗

か
た
ん
と
》
し
て

x
ほ
ん
と
諸
人
の

×
か
し
い
た
し
と
も
か
ら

×
さ
く
も
う
ち
く
ゐ
る
時

さ
む
ら
ゐ
に
い
た
つ
て
ハ

う
は
ひ
と
る
事

　
い
と
ま
を
え
た
る
し
せ
う

x
左
京
太
夫
植
宗

x
か
た
ん
と
し
て

ほ
と
ん
と
諸
人
の

起
請
文

　
〃
　
〃
　
〃
　
〃

　
〃
　
〃
　
〃

似
る
か

　
か
た
ひ
い
き

×
を
ほ
ひ
か
へ
す

　
又
は
も
う
ま
い
の
や
か
ら

×
か
く
の
こ
と
く

×
天
皇
神
祇

価
起
請
文
如
件

×
似
な
り

×
ひ
い
き

　
お
ほ
ひ
か
く
す

×
又
ハ
と
う
ま
ひ
の
や
か
ら

　
か
く
の
こ
と
し

天
王

×
神
抵

×
依
起
請
文
如
件

221　塵芥集の原本にっいて


